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マレーシアのこの地域は、コメの主要な生産地である
が、農薬の多使用により、環境汚染が広がり、多くの農
民が健康を害している。

次年度は、近隣の村落で、さらに30人の農民に対して研修を行うと共に、これまで
の成果を踏まえて、生態保全型農業への転換の必要性をさらに行政に働きかけて
いきたい。

農薬による被害の状況を農民自身が知り、そこから
脱却して生態系保全型の農業に転換するための研修
を行い、農民たちが農薬を使用しない有機農業に取
り組むようになる。

ザカリアという、自分の農場で生態保全型有機農業
を実践している人を講師として招き、農薬が如何に
自然環境を汚染し、人体に悪影響を及ぼすかを説明
した上で、農薬を使用しないで農業生産を行う方法
を農民に教え、これを受講した25人の農民たちの中
から、10人が自分で有機実験圃場を設定して、生態保
全型有機農業を試みるようになった。また、村落全体
でも、共同の有機圃場を設定して、有機農業を実践す
るようになった。農民の農薬による健康被害は軽減
され、有機農法によって様々な野菜や果物が生産さ
れるようになった。

今後の
展望

研修を行った時の参加者全員の写真

■苦労した点
農民が農薬使用を当たり前のことと考
えている中で、農薬の使用により、彼ら
自身の健康が害されていることを理解
してもらうこと。

■工夫した点
村落で、農民から信頼されている人を
通じて農民に集まってもらい、農薬使
用の問題点を含む研修を行った。
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有機堆肥の作成法の研修風景


